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自動採血・保存デバイス「OneDrawTM」 Summary
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プロジェクト名

種別

パートナー

開発ステージ

ビジネスモデル

自動採血・保存デバイス「OneDrawTM」

上市時期

提供価値

事業規模

GWおよび医療機器

Drawbridge Health Inc.

医療機器認証取得済、SMPによるOneDrawの販売実施については確定しておらず事業開発を検討中

非開示

低疼痛での自動血液採取、採血した血液の安定化および簡易輸送を単一で実現した採血デバイス

認証取得済

非開示



自動採血・保存デバイス「OneDraw」のコンセプトと事業展開
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• 「いつでも、どこでも、誰でも採血」をコンセプトに、利用者・場所・頻度など利用シーンを拡大する

• RWD収集・分析に関する事業を立上げ、将来あるべき医療・ヘルスケアの創出や、創薬・臨床開
発への展開を目指す

General 
Wellness領域

医療領域
代謝性疾患管理
など RWDの

収集・分析

将来のヘルスケアソリューション事業

健康管理
リスク診断など

短期的な取組 中・長期的な取組

低疼痛・高精度 長期保存 簡易輸送

• 遠隔医療・個別化医療・リアルタイムモニタリング
など、個人による疾患リスク判断・マネジメント

• 臨床研究開発での薬剤・BMモニタリング等

医療従事者
による採血

自己採血
（在宅採血）



患者さんの通院不可に貢献する「OneDraw+オンライン診療モデル」
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治療の継続

課題 原因

対面診療よりも
診療報酬が低い

対策の検討

通院負荷等
通院間隔を

延ばし負荷軽減

糖尿病
診療

オンライン
診療 普及が進まない

2022年4月の
診療報酬改定で
大幅に改善

患者さんの通院負荷を減らしながら、血糖値を在宅モニタリングし悪化を予防する

患者さんの状態を
モニタリング可能

通院間にオンライン
診療を行うことで
通院負荷を軽減

OneDraw
+

オンライン
診療

課題

通院間の

悪化把握

• 糖尿病が強く疑われる者の4人に1人は治療を受けていない
• 40歳代の男性（勤労世代）は治療を受けていない割合が多い
• 約8％の患者がが何らかの理由で糖尿病治療を中断している

出所：National Center for Global Health and Medicine糖尿病に関する統計・調査と社会的な取組み

課題 原因



本事業の位置づけ

2023 2024 2027－28

① 代謝性疾患など内科向け血液検査
項目の測定デバイス上市

➢ 在宅採血デバイスとしての認知促進

② 代謝性疾患事業の本格化
➢ 測定項目・対象疾患の拡大

③ その他疾患・事業への拡大
➢ さらなる測定項目・対象疾患
の拡大

OneDraw
事業

ポテンシャル

• 代謝性疾患など内科向け血液検査項目の測定技術を皮切りに、測定項目・対象疾患
拡大により、中長期的に本格事業を展開する

• SMPによるOneDrawの販売実施については確定しておらず事業開発を検討中

2025

OneDraw認知向上
技術・事業ノウハウ獲得

事業本格化

FY
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